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施政方針施政方針～人口減少時代への挑戦～人口減少時代への挑戦

平成 29年度平成 29年度

▽
市
街
地
循
環
バ
ス
は
、
引
き
続
き
半
年

間
の
実
証
運
行
を
実
施
し
、
本
格
運
行

に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。

▽
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
は
、
運
賃

助
成
等
に
よ
り
、
利
用
者
増
に
努
め
る
。

▽
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
の
目
標
達
成

に
向
け
、
支
援
団
体
や
沿
線
自
治
会
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、
利
用
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

▽
保
育
園
の
ふ
る
さ
と
教
育
補
助
及
び
高

校
生
通
学
定
期
券
補
助
、
貸
切
車
両
の

補
助
を
実
施
し
、
利
用
促
進
を
図
る
。

▽
新
た
に
観
光
拠
点
と
し
て
、
阿
仁
合
駅

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
む
。

▽
財
政
運
営
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
事
務
事
業
の
精
査
や
経
費
節
減
な

ど
に
よ
り
健
全
財
政
の
維
持
を
図
る
。

▽
旧
中
央
公
民
館
は
、
耐
震
補
強
と
改
修

工
事
の
上
、
庁
舎
と
し
て
利
活
用
す
る
。

▽
来
庁
さ
れ
る
市
民
が
快
適
か
つ
円
滑
に

に
手
続
等
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
目
線

に
立
ち
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
窓
口
カ
ウ

ン
タ
ー
の
改
善
に
努
め
る
。

▽
地
籍
調
査
事
業
は
、
再
開
し
た
鷹
巣
地

区
の
調
査
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

▽
市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
増
収
を
見

込
み
つ
つ
、
適
正
で
公
平
な
賦
課
及
び

徴
収
に
努
め
る
。

　
各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
等

　
　
　※

年
度
の
元
号
は
す
べ
て
平
成

▽
人
事
評
価
制
度
の
公
正
性
、
客
観
性
、

納
得
性
を
確
保
し
、
よ
り
高
い
能
力
を

持
っ
た
職
員
の
育
成
に
努
め
る
。

▽
２
８
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
デ
ジ
タ
ル
同
報
無

線
を
導
入
し
て
、
災
害
時
に
市
民
へ
の

情
報
伝
達
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
。

▽
空
家
対
策
は
、
所
有
者
の
適
切
な
管
理

の
促
進
や
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
制

度
の
利
活
用
に
努
め
る
。

▽
北
秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
及
び
第
２
次
北
秋
田
市
総
合

計
画
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

指
標
の
達
成
に
向
け
、
検
証
を
踏
ま
え
、

各
施
策
・
事
業
の
推
進
を
図
る
。

▽
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か

い
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

▽
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
、
移
住
体
験
を
通
年
で
受
け
入

れ
る
ほ
か
、
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

▽
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使
制
度
を

創
設
し
、
各
分
野
で
積
極
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
、
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る
。

▽
経
済
的
に
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
方
を

対
象
に
、
居
住
費
等
の
助
成
を
行
う
新

婚
生
活
等
支
援
事
業
を
創
設
す
る
。

▽
し
尿
処
理
施
設
は
、
32
年
度
の
新
施
設

稼
働
を
目
指
す
。

▽
市
民
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
環
境
整

備
に
努
め
る
。

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
解
決

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

▽
福
祉
医
療
は
、
高
校
生
ま
で
の
助
成
拡

大
を
目
標
に
、
実
施
に
向
け
た
課
題
に

取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
県
と
市
が
保
険
者
と
な
る

国
民
健
康
保
険
は
、
今
後
の
状
況
を
見

極
め
、
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

▽
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
福
祉
計

画
の
年
度
内
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
の
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
保
育
の
質
向
上
の
た
め
、
施
設
整
備
や

人
材
確
保
を
進
め
、
公
立
保
育
園
の
民

営
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

▽
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
を
開
催
す
る
。

▽
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
、
地
元
へ
の
就
職
支
援
と
介

護
職
の
人
材
確
保
に
努
め
る
。

▽
が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成
金
の
周

知
に
努
め
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

▽
不
妊
治
療
費
及
び
不
育
症
治
療
費
の
助

成
を
継
続
し
、
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す

る
と
と
も
に
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

▽
市
民
病
院
の
体
制
強
化
と
地
域
医
療
を

支
え
る
開
業
医
や
診
療
所
と
連
携
し
、

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
市
民
病
院
に
緩
和
ケ
ア
外
来
を
開
設
し
、

地
域
が
ん
診
療
病
院
の
指
定
を
目
指
し
、

診
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

▽
大
規
模
な
園
芸
団
地
の
整
備
は
、
国
・

県
の
事
業
に
対
し
独
自
支
援
を
行
い
、

え
だ
ま
め
・
キ
ュ
ウ
リ
等
の
生
産
拡
大

を
図
る
ほ
か
、
秋
田
の
し
い
た
け
生
産

施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
、
菌
床
し
い

た
け
の
生
産
拡
大
を
進
め
る
。

▽
市
営
牧
場
を
活
用
し
た
、
和
牛
繁
殖
経

営
の
安
定
化
を
目
指
す
ほ
か
、
酪
農
や

比
内
地
鶏
の
振
興
を
進
め
る
。

▽
慶
祝
森
林
自
然
公
園
は
、
小
中
学
生
に

対
す
る
森
林
環
境
教
育
や
木
育
を
通
じ
、

森
林
環
境
の
知
識
と
理
解
深
め
る
場
と

し
て
整
備
す
る
。

　
市
民
課

　
市
民
課

　
福
祉
課

　
福
祉
課

　
生
活
課

　
生
活
課

　
財
政
課

　
財
政
課

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
総
務
課

　
総
務
課

　
総
合
政
策
課

　
総
合
政
策
課

　
医
療
健
康
課

　
医
療
健
康
課

　
農
林
課

　
農
林
課

　
税
務
課

　
税
務
課

　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
課

　北秋田市議会６月定例会において、津谷市長が平成
29年度における主な施策と事業について説明しました。
　この中で津谷市長は「今後の市政運営の指標として
『人口減少時代への挑戦』を掲げ「産業振興による仕事
づくりと働く場の確保」「移住・定住対策」「少子化対策・
子育て支援」「新たな地域社会の形成・子どもから高齢
者まで安心して暮らせるまち」「高齢者にも優しい医療
と福祉の充実」「市民ファーストの推進」「安心・安全
で快適な暮らしやすい環境の整備」の７つを重点項目
に据えて事業を進めていく。北秋田市の10年後、20年後、
50年後の将来を見据えた基盤を作り上げ、地方創生の
実現に向けスピード感をもってあたる１年とする」な
どと方向性を示しました。

　各課の主な施策と事業をお知らせします。

◎主な取り組み
〇「産地パワーアップ事業」や「園芸メガ団地整備事
業」に独自支援し、野菜等の生産額を飛躍的に増大
〇「秋田のしいたけ生産施設整備事業」を活用した、
菌床しいたけの生産拡大
〇森吉山が観光振興の牽引役となるよう、継続して
誘客に努め、日本３大樹氷の情報発信を強化
〇クウィンス森吉の簡易宿泊所整備
〇マタギの湯のどぶろく工房整備

〇阿仁合駅のリニューアルで新たな観光拠点に

〇新規起業者を支援する制度の充実に努め、
安定した雇用の確保を推進
〇利子補給制度を継続し、企業の安定化を図
り、地域経済を活性化

◎主な取り組み
〇ふるさとＰＲ大使を任命し、積極的な情報発信
〇移住体験ツアーで北秋田
　市をＰＲ
〇阿仁地区に移住定住ネッ
　トワークセンターを整備

〇移住サポーターを養成し、仕事とマッチング
〇地域おこし協力隊員を配置
〇奨学金返還支援制度で、若者の定住を支援
〇移住者住宅支援事業の助成金限度額を拡充
〇空き家バンク制度の周知徹底

１１重点項目重点項目 産業振興による仕事づくりと働く場の確保

２２重点項目重点項目 移住・定住対策

←新たに観光拠点と
してリニューアルさ
れる阿仁合駅

↑移住定住ネットワークセン
　ターを整備

平成29年度 施政方針


